
・・・・・・P74

見本
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◆◇◆ ポイント演習１ ◆◇◆

右図は、ある植物の細胞を模式的に表したものである。次の①～③は、A～

Fのどれについて説明したものか。それぞれ記号とその名称を答えなさい。

① 成長した植物細胞に発達し、養分や老廃物を貯蔵している。

② 細胞の活動の中心で、酢酸オルセイン液で赤く染まる。

③ 植物の緑色の部分の細胞にあり、光合成を行う。

ある生物を使って、細胞のつくりを観察した。右図はそのときのスケッチで

ある。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 動物の細胞にはなく、植物の細胞にだけ見られるものをA～Fからすべて

選び、記号で答えなさい。

（2） A～Fの名称をそれぞれ答えなさい。

右図は、ある植物の細胞を顕微鏡で観察し、スケッチしたものである。これ

について、次の問いに答えなさい。

（1） 右図のA～Fの名称をそれぞれ答えなさい。

（2） 動物の細胞にはないものをA～Fからすべて選び、記号で答えなさい。

（3） この細胞のプレパラートをつくるときに使う染色液の名称を答えなさい。また、その染色液を使う

と、A～Fのどの部分が何色に染まりますか。

( )

A ( ) B( ) C( )

D ( ) E ( ) F( )

染色液 ( ) 染まる部分 ( ) 色 ( )

A

B

C

D

E

F

●ポイント53● 「実戦DO!」 P40【細胞】

1

2

記号 ( ) 名称 ( )

記号 ( ) 名称 ( )

記号 ( ) 名称 ( )

A ( ) B( )

C( ) D ( ) E( ) F( )

A

B

C

D

E

F

A

B

C

D

E

F( )

見本
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◇◆◇ 実戦演習１◇◆◇

次は、植物と動物の細胞についてまとめたものである。 ① 、 ② にあてはまる適当な言葉を

それぞれ答えなさい。

植物と動物の細胞のつくりを調べるた

め、オオカナダモの葉とヒトのほおの内側の

粘膜にそれぞれ染色液をたらしてプレパラー

トをつくり、顕微鏡で観察した。右の表は、そ

の観察記録である。これについて、次の問い

に答えなさい。

（1） オオカナダモの葉の細胞に見られた、

緑色の粒を何といいますか。

（2） オオカナダモの葉とヒトのほおの内側の粘膜の細胞に見られた、染色液によく染まった部分を何と

いいますか。

（3） オオカナダモで境界の線がはっきりしているのはなぜか。その理由を、植物と動物における細胞の

つくりの違いから、「植物の細胞には」に続けて、簡潔に答えなさい。

次の文は、多細胞生物のからだの成り立ちについて述べたものである。 Ⅰ 、 Ⅱ にあてはま

る言葉の組み合わせとして最も適当なものを下のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．Ⅰ組織 Ⅱ個体 イ．Ⅰ組織 Ⅱ器官 ウ．Ⅰ器官 Ⅱ個体 エ． Ⅰ器官 Ⅱ組織

2

3

1

【植物に特徴的な細胞のつくり】

液 胞 ：内部に液体を
たくわえる

① 光合成を行う：

細胞壁 細胞膜を囲む：

：細胞に1個ずつ
含まれる

②

：細胞膜 細胞の内外を
区別する

【共通する細胞のつくり】植物の細胞 動物の細胞

多細胞生物では、形やはたらきが同じ細胞どうしが集まって Ⅰ ができている。さらに、数種類

の Ⅰ が集まって、 Ⅱ という特定のはたらきを受けもっている部分がつくられている。たとえ

ば、動物のからだにおいては、胃、小腸、大腸、心臓、肺といった部分が Ⅱ に相当する。いろいろ

な Ⅱ が集まって、動物のからだができあがっている。

( )

( )

オオカナダモの葉 ヒトのほおの粘膜

スケッチ

緑色の粒 見られない

境界の線 はっきりしている はっきりしていない

1か所の丸い部分がよく染まる
染色液によく
染まった部分

どの細胞にもたく
さん見られる

① ( ) ② ( )

( )

( )見本
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◆◇◆ ポイント演習２ ◆◇◆

図1は、ある植物の葉の断面図を表したもので、A、Bは

葉脈の内部にある2種類の管を示している。Cは葉の表面

に見られる小さなすきまで、図2はそのすきまを葉の裏側か

ら観察したものである。A～Cの名称をそれぞれ答えなさい。

次の文の ① ～ ④ に入る言葉をそれぞれ答えなさい。

次の問いに答えなさい。

（1） 図1は、ある植物の葉の断面図を表したものである。

① 根で吸収した水や、水に溶けた養分を通す管が集まっている部分

はA、Bのどちらか。記号とその管の名称を答えなさい。

② Cは、ふつう、葉の裏側に多く見られるすきまである。このすきまの名

称を答えなさい。

（2） 図2のように、ふ入りの葉の一部にアルミニウムはくをかぶせたものを用

意し、Ⅰ一昼夜、暗室に置いておく。翌日の明け方に光のよく当たる場所に置

きかえ、昼過ぎに、この葉を熱湯につけた後、Ⅱあたためたエタノールにつけ

る。その後、葉を水洗いしてから、Ⅲヨウ素液にひたし、色の変化を観察する。

① 下線部Ⅰで、一昼夜、暗室に置いた理由を答えなさい。

② 下線部Ⅱで、葉をあたためたエタノールにつけた理由を答えなさい。

③ 下線部Ⅲで、葉が青紫色になった部分を図3のア～エから選び、記号で答えなさい。

記号 ( ) 名称 ( )

( )

( )

( )

図1 表側

裏側

A

B

C

アルミニウムはく

ふ

図2

ア

イ
ウ

エ

図3

( )

●ポイント54● 「実戦DO! 」 P40【葉】～P41【光合成】

1

A ( ) B( ) C( )

2

植物が光を受けて、根から吸収した ① と気孔から取り入れた ② から、 ③ をつく

り、 ④ を放出するはたらきを光合成という。

① ( ) ② ( ) ③ ( ) ④ ( )

図1 図2

A

B

C

C

見本
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ふ入りのアサガオの葉を使って次のような実験をした。これについて、あとの問いに答えなさい。

（1） アサガオの葉を一昼夜、暗室に置いたのはなぜですか。

（2） アサガオの葉をあたためたエタノールにつけたのはなぜですか。

（3） 光合成に光が必要であることは、図2の a～ cのうち、どの部分とどの部分を比較すればよいか。

記号で答えなさい。

（4） 光合成は葉の緑色の部分で行われることは、図2の a～ cのうち、どの部分とどの部分を比較すれ

ばよいか。記号で答えなさい。

図1のように、ふ入りの葉の一部をアルミニウムはくでおおったアサガ

オの葉を一昼夜、暗室に置き、翌日に数時間、直射日光に当てた。この葉

をつみとり、アルミニウムはくをはずして湯につけた後、図2のように、湯で

あたためたエタノールにひたし、水洗いをしてヨウ素液をかけた。その結

果、Aの部分は青紫色になったが、BとCの部分には変化はなかった。これ

について、次の問いに答えなさい。

（1） エタノールをあたためるのに、直接加熱せずに、湯につけてあたため

るのはなぜですか。

（2） AとBの実験の結果より、光合成には何が必要であることがわかりま

すか。

（3） AとCの実験の結果より、光合成には何が必要であることがわかりますか。

4

3

【実験】 ふ入りのアサガオの葉の一部を図1のようにアル

ミニウムはくでおおって、一昼夜、暗室に置いた後に、

数時間、日光に当てた。この葉をつみとってアルミニ

ウムはくをはずし、湯につけた後、あたためたエタノー

ルにひたし、水洗いしてからヨウ素液をかけた。

【結果】 図2のように、ふの部分 aと、アルミニウムはくでおおった部分 bは色が変化しなかったが、

それ以外の緑色の部分cは青紫色になった。

図1 図2
a

b

cアルミニウムはく

ふ

( )

( )

( )

( )

A緑色の部分

C アルミニウムはくで
おおった部分

Bふの部分

図1

図2

湯

エタノール

( )

( )( )

( )( )見本
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右図は、植物の葉に光を当てたときの酸素と二酸化炭素の出入りを示

したものである。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 図のA、Bのはたらきを、それぞれ何といいますか。

（2） 植物を暗いところに置いたときに行われなくなるのはA、Bのどちら

か。記号で答えなさい。

青色のBTB溶液に呼気を吹き込んで緑色にしたものを、3本の

試験管A～Cに入れた。そして、AとBの試験管にはオオカナダモを入

れ、さらにBの試験管は、そのまわりをアルミニウムはくでおおい、それ

ぞれの試験管に十分に日光を当てた。これについて、次の問いに答え

なさい。

（1） 試験管A、BのBTB溶液は、それぞれ何色に変化しましたか。

（2） （1）で、BTB溶液の色を変化させたのは、水に溶けた何という物質の増減によるものですか。

（3） 試験管A、Bのオオカナダモはどのようなはたらきを行ったか。次のア～エからそれぞれ選び、記号

で答えなさい。

ア．呼吸だけを行った。 イ． 光合成だけを行った。

ウ．光合成より呼吸をさかんに行った。 エ． 呼吸より光合成をさかんに行った。

青色のBTB溶液に息を吹き込んで緑色にしたものを、同じ太さ

の試験管A～Cに入れ、右図のように準備した。それぞれの試験管

に横から光を当てて一定時間放置した。これについて、次の問い

に答えなさい。

（1） 試験管AとBのBTB溶液はそれぞれ何色になりますか。

（2） 試験管Cを用意したのはなぜですか。

A( ) B( )

( )

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
く

B

オ
オ
カ
ナ
ダ
モ

A

オ
オ
カ
ナ
ダ
モ

C

●ポイント55● 「実戦DO!」 P42【呼吸】

1

2

A ( ) B( )

A ( ) B( )

( )

A

B

二
酸
化
炭
素

酸
素

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
く

オ
オ
カ
ナ
ダ
モ

A B C

A ( ) B( )

( )見本
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ポリエチレンの袋に発芽しかけた種子を入れて密閉し、約3時間後、

右図のように袋の中の気体を石灰水に通した。これについて、次の問い

に答えなさい。

（1） 石灰水は、どのように変化しましたか。

（2） （1）の変化は、植物の何というはたらきによって起きたものですか。

右図のように、若い葉と空気を入れたポリエチレンの袋の口を閉じ、暗

いところに2～3時間置いた後、袋の中の気体を石灰水に通した。これにつ

いて、次の問いに答えなさい。

（1） 石灰水はどのようになりましたか。

（2） （1）より、若い葉は、暗いところでは何を出していることがわかりますか。

（3） この実験で、若い葉を暗いところに置いたのは、何のはたらきをさせないためですか。

袋にある植物の葉を入れ、光の当たらないところに置いた。しばら

くしてから、右図のように袋の中の空気を石灰水の中に押し出すと、

石灰水は白くにごった。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 袋を光の当たらないところに置いたのはなぜですか。

（2） この実験で、石灰水が白くにごったのは、袋の中に何が増えたからか。物質名を答えなさい。

（3） （2）の気体が増えたのは、植物が何というはたらきを行ったからですか。

（4） この実験についてまとめた次の文の ① ～ ④ に入る言葉をそれぞれ答えなさい。

3

5

植物も動物と同じように、 ① を取り入れ ② を出す ③ を行っている。 ③ の

はたらきは一日中行われるが、昼間は ④ の方がさかんなので目立たない。

4

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

( )

① ( ) ② ( ) ③ ( ) ④ ( )

石灰水

石
灰
水

発芽しかけた種子

ポリエチレン
の袋

ポリエチレン
の袋

若い葉

見本
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右図のように、水を入れた三角フラスコにホウセンカをさしただけのものAと、葉の

表側だけにワセリンをぬったものBと、葉の裏側だけにワセリンをぬったものCを用意

し、それぞれを明るい場所に1時間置いておき、水の減り方を調べた。これについて、次

の問いに答えなさい。

（1） 水の減り方の大きいものから順に、A～Cを並べかえなさい。

（2） 葉から水が水蒸気となって出ていくはたらきを、何といいますか。

（3） （2）のはたらきは、葉の何というところで行われていますか。

同じ枚数の葉をつけた枝A、Bの2本を用いて、右図のように日当たりのよいとこ

ろに置いて水の減り方を調べた。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 水面に油を浮かべたのは何のためですか。

（2） AとBの水の減り方は、どちらの方が多かったか。記号で答えなさい。

（3） （2）のようになると考えられるのはなぜか。「気孔」という言葉を使って説明し

なさい。

葉のはたらきを調べるため、右図のような装置をつ

くり、それぞれを窓ぎわに数時間置いた後、減った水

の量を調べた。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） A～Dを、減った水の量が多いものから順に並

べなさい。

（2） この実験で、減った水の量が多いものから順

に、17.4cm3、12.6cm3、6.0cm3、1.2cm3であっ

た。葉の表と裏の蒸散量をそれぞれ答えなさい。

表 ( ) 裏 ( )

A B C D
そのまま
何もしな
い。

葉の表に
ワセリンを
ぬる。

葉をすべて
切り取り、切
り口にワセリ
ンをぬる。

油

水

葉の裏に
ワセリンを
ぬる。

( → → → )

●ポイント56● 「実戦DO!」 P42【蒸散】

2

1

( → → )

( )

( )

( )

( )

A 葉の裏にワセリンをぬる。

B 葉の表にワセリンをぬる。

油
水

( )

見本
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葉の大きさと数が等しい植物の枝を次のようにして、

日当たりのよいところに数時間置いた。右の表は、そのと

きの水の減少量を示したものである。この植物の葉の表

側と裏側の蒸散量をそれぞれ答えなさい。

茎の太さや、葉の大きさがほぼ等しい植物の枝を、右

図のようにして日光のよく当たるところに置き、数時間後の

水の減少量を調べると、次の表のようになった。これについ

て、あとの問いに答えなさい。

（1） 葉の表側と裏側の蒸散量をそれぞれ答えなさい。

（2） 表のxにあてはまる数値を答えなさい。

葉の数や大きさの等しい同じ植物の枝を用い、右

図のA～Dのような装置をつくった。これらを風通しの

よい日なたに3時間置いて、水の減少量を測定する

と、次の表のようになった。これについて、あとの問いに

答えなさい。

（1） 表のxにあてはまる数値を答えなさい。

（2） 植物の中の水分が、水蒸気となって出ていくはたらきを何といいますか。

5

4

A B C D

水の減少量（cm3） x 15 7 2

A B C D

水の減少量（cm3） x 9.5 12.0 1.5

3

A：そのままの枝。 B：葉の表側にワセリンをぬる。

C：葉の裏側にワセリンをぬる。

D：葉をすべて取り、切り口にワセリンをぬる。

表 ( ) 裏 ( )

表 ( ) 裏 ( )

( )

( )

( )

油

水

A B C D
そのまま
何もしな
い。

葉の表に
ワセリンを
ぬる。

葉をすべて
切り取り、切
り口にワセリ
ンをぬる。

葉の裏に
ワセリンを
ぬる。

A B C D

水

油

A：そのままの枝。

B：葉の表側にワセリンをぬる。

C：葉の裏側にワセリンをぬる。

D：葉をすべて取り、切り口にワセリンをぬ

る。

A B C D

水の減少量（cm 3） 12 9 4 1

A B C D

水

油

見本
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右図のように、食紅で色をつけた水を入れた三角フラスコにホウセンカを

さし、しばらくしてから茎と根を横に切って、その切り口を観察した。これについ

て、次の問いに答えなさい。

（1） 次の文の ① 、 ② に入る言葉をそれぞれ答えなさい。

（2） 茎と根の切り口のようすを示したものを次のア～カからそれぞれ選び、記号で答えなさい。ただし、

食紅で赤く染まった部分を黒くぬりつぶしてある。

ア イ ウ エ オ カ

（3） （2）で、食紅で赤く染まった部分を何といいますか。

右図は、ある植物の茎の断面を模式的に表したものである。これについ

て、次の問いに答えなさい。

（1） A、Bの管の名称をそれぞれ答えなさい。

（2） A、Bの管が集まって束になっているCを何といいますか。

（3） A、Bのうち、根で吸収した水や養分を運ぶ管はどちらか。記号で答えなさい。

（4） 図のような茎の断面をもつ植物を次のア～エから2つ選び、記号で答えなさい。

ア． イネ イ． ホウセンカ ウ．アブラナ エ． トウモロコシ

A( ) B( )

( )

( )

A

B
C

( )( )

●ポイント57● 「実戦DO!」 P43【茎・根】

1

根の先端にある、細かい毛のようなものを ① という。 ① が

あることによって根の ② が増え、水や水に溶けている養分を効率

よく吸収できる。

( )

① ( ) ② ( )

食紅で色を
つけた水

ホウセンカ

茎 ( ) 根 ( )

見本
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◇◆◇ 実戦演習２ ◇◆◇

光合成について調べるために、ふのある葉をもつ鉢植えのゼラニウムを使って、次のような【実験】を

した。これについて、あとの問いに答えなさい。

（1） 下線部にある操作とあるが、これは葉にあるデンプンをなくすために行った操作である。それはど

のような操作か。次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．葉の裏面のアルミニウムはくでおおっていない部分にワセリンをぬった。

イ．透明なポリエチレンの袋を、鉢植えのゼラニウム全体にかぶせた。

ウ．水を十分に与えた。 エ． 鉢植えのゼラニウムを一日暗室に置いた。

（2） この実験で、ゼラニウムの葉をエタノールにつけたのは、何のためか。簡潔に答えなさい。

（3） 次の文は、実験結果をもとに光合成について述べたものである。 ① 、 ② にあてはまる記

号をa～dからそれぞれ選び、記号で答えなさい。

（4） 図2は、この実験で用いた図1のbの部分の孔辺細胞を模式的に示

したものである。顕微鏡で観察したとき、孔辺細胞の中で青紫色に染ま

っていた部分を で示すとどうなるか。次のア～エから選び、記号で

答えなさい。

ア イ ウ エ

1

【実験】 図1のように、ふのある葉を選び、葉の一部

をアルミニウムはくで表裏ともにおおい、ある

操作を行った。その後、その葉に十分に日光を

当てた後、その葉を切り取り、アルミニウムはく

をはずして熱湯につけてから、90℃のお湯で

あたためたエタノールにつけた。その葉を水洗

いした後、ヨウ素溶液につけてその反応を観察した。その結果、 a～ dで示した部分のうち、b

の部分だけが青紫色になった。その後、 bの部分の表皮の細胞を顕微鏡で観察した。

a：ふの部分 b：緑色の部分

アルミニウムはくで
おおう部分

d：アルミニウムはくで
おおうふの部分

c：アルミニウムはくで
おおう緑色の部分

図1

bの部分と ① の部分を比べることによって、光合成には光だけでなく、葉の緑色の部分も

必要であることがわかる。また、bの部分と ② の部分を比べることによって、光合成には葉

の緑色の部分だけでなく、光も必要であることがわかる。

( )

( )

① ( ) ② ( )

図2

核
葉緑体

細胞壁
( )
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植物の光合成について調べるために、ふ入りのアサガオの葉を使って、次の実験を行った。表は、この

実験の結果をまとめたものである。これについて、あとの問いに答えなさい。

（1） 【実験3】で、エタノールにアサガオの葉を浸したのはなぜか。その理由を簡潔に答えなさい。

（2） 【実験4】で、青紫色に変化した部分には、ヨウ素液に反応するある物質があった。この物質の名

称を答えなさい。

（3） 次の文は、実験結果からわかることについて述べたものである。 ① ～ ④ には、図3の葉

の部分を示す記号A、B、C、Dのいずれかが入る。 ① ～ ④ にあてはまる記号をそれぞれ答

えなさい。ただし、同じ記号を何度使ってもよい。

2

【実験1】 鉢植えのアサガオを一昼夜暗室

に置き、翌日、図1のようなふ入りの

葉の一部分の表裏ともに、図2のよ

うにアルミニウムはくでおおい、光が

当たらないようにした。

【実験2】 アサガオに朝早くから昼頃まで光を十分に当てた後、アルミニウムはくでおおった葉をつ

み取り、アルミニウムはくをはずした。図3は、このアルミニウムはくのおおいをはずした後のア

サガオの葉のようすを表したものである。

【実験3】 アルミニウムはくのおおいをはずしたアサガオの葉を熱い湯に入れた。その後、葉を湯から

取り出し、あたためたエタノールにしばらく浸した。

【実験4】 エタノールから取り出した葉を水洗いした後にヨウ素液に浸し、図3に示したA～Dの部分

について色の変化を観察した。

葉の部分 A B C D

色の変化 青紫色に変化した 変化しなかった 変化しなかった 変化しなかった

図3
A：ふがなく、アルミニウムはくで
おおわれていなかった部分

B：ふがあり、アルミニウムはくで
おおわれていなかった部分

C：ふがなく、アルミニウムはくで
おおわれていた部分

D：ふがあり、アルミニウムはくで
おおわれていた部分

アルミニウムはくでおおわれていた部分

図1 図2

ふ

クリップ

アルミニウムはく

葉の ① の部分と葉の ② の部分での結果を比べると、光合成には光が必要である

ことがわかる。また、葉の ③ の部分と葉の ④ の部分での結果を比べると、光合成は葉

の緑色の部分で行われることがわかる。

( )

① ( ) ② ( ) ③ ( ) ④ ( )

( )
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（4） 光合成によってアサガオの葉でできた養分は、茎の中にある、ある管を通って植物のからだ全体へ

運ばれる。葉でできた養分が通る、この管の名称を答えなさい。

（5） 鉢植えのアサガオを真上から観察すると、葉が重なり合わないようにつ

いていることがわかった。また、アサガオ以外の多くの植物も真上から観察

すると、葉が重なり合わないようについていることがわかった。図4は、ヒマワ

リを真上から観察したときの葉のつき方のようすをスケッチしたものである。

アサガオやヒマワリの葉が真上から見て重なり合わないようについている理

由を、簡潔に答えなさい。

植物のはたらきについて調べるために、次の実験を行った。これについて、あとの問いに答えなさい。

（1） 試験管A、Bを用意したのは、試験管C、Dで見られた溶液の色の変化が、何によることを確かめる

ためか。次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．オオカナダモ イ． 吹き込んだ息 ウ． BTB溶液 エ． 光

（2） 次の文は、【実験5】の試験管Cで起きたことについて述べたものである。｛ ｝の中からそれぞれ

適当なものを選び、記号で答えなさい。

（3） 【実験1】～【実験5】によってわかることはどれか。次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．呼吸には酸素が必要なこと。 イ． 光合成には二酸化炭素が必要なこと。

ウ．光合成には光が必要なこと。 エ． 明るいところでは呼吸をしていないこと。

3

【実験1】 青色のBTB溶液にストローで息を吹き込んで緑色のBTB溶液をつくり、4本の試験管に

入れ、試験管A、B、C、Dとした。

【実験2】 試験管A、Bは、空気が入らないように注意しながらそのままゴム栓をした。

【実験3】 試験管C、Dには、同じ長さのオオカナダモを入れ、

空気が入らないように注意しながらゴム栓をした。

【実験4】 試験管B、Dを、アルミニウムはくで完全におおっ

た。右図は、このときの4本の試験管について、その中

のようすがわかるように模式的に表したものである。

【実験5】 試験管A、B、C、Dに十分に光を当て、溶液の色を

調べた。表は、その結果をまとめたものである。また、

このとき試験管Cでは、オオカナダモの葉から気泡が

さかんに発生していることが観察された。

試験管 A B C D

溶液の色 緑 緑 青 黄

BA C D

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
く

オ
オ
カ
ナ
ダ
モ

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
く

気泡に多く含まれている気体は①｛ア． 酸素 イ． 二酸化炭素｝である。また、溶液中の②

｛ア． 酸素 イ． 二酸化炭素｝が③｛ア． 減少 イ． 増加｝したため、溶液が青色になった。

図4

( )

( )

( )

( )

① ( ) ② ( ) ③ ( )
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インゲンマメの呼吸と光合成について調べるために、次の【実験】を行った。これについて、あとの問

いに答えなさい。

（1） この実験を開始してしばらくすると、袋の内側に水滴がついた。このことについて説明した次の文

の｛ ｝の中からそれぞれ適当なものを選び、記号で答えなさい。

（2） 表から、13時、15時、17時からのそれぞれ2時間における、インゲンマメの呼吸と光合成について

考察した文として適切なものを次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア． インゲンマメが呼吸で出した二酸化炭素の量は、13時、15時、17時からのどの2時間において

も一定である。

イ． 17時からの2時間は、インゲンマメは呼吸をしていない。

ウ． 15時からの2時間において、Xのインゲンマメが光合成で取り入れた二酸化炭素の量と呼吸で

出した二酸化炭素の量は等しい。

エ．Xのインゲンマメは、13時からの2時間において、最もさかんに光合成をしている。

（3） この実験の13時から19時までの6時間における、次の①、②の量は、それぞれ袋の中の気体の体

積の何％か。下のア～オからそれぞれ選び、記号で答えなさい。

① Xのインゲンマメが呼吸で出した二酸化炭素

② Xのインゲンマメが光合成で取り入れた二酸化炭素

ア． 0.00％ イ． 0.05％ ウ． 0.35％ エ． 0.40％ オ． 0.75％

4

【実験】 葉の枚数や大きさが同じインゲンマメの鉢植えを2つ

用意し、それぞれに透明なポリエチレンの袋X、Yをかぶ

せて袋に息を吹き込み、XとYの中の気体の量が同じに

なるようにして密封した。右図のように、Xのインゲンマメ

は光が当たるように屋内の窓ぎわに置き、また、Yのイン

ゲンマメは光が当たらないように箱に入れて置いた。表

は、実験を開始した13時から2時間おきに、それぞれの

袋の中の二酸化炭素の体積の割合を、気体

検知管を用いて測定した結果である。ただし、

XとYのインゲンマメが呼吸によって出している

二酸化炭素の量は同じであるとする。

13時 15時 17時 19時

袋X（％） 0.80 0.50 0.40 0.40

袋Y（％） 0.80 0.95 1.05 1.15

袋X 袋Y

光 箱

根から吸収された水の多くは、①｛ア． 道管 イ． 師管｝を通って葉に運ばれる。これらの水

の大部分は、気孔から②｛ア．気体 イ． 液体｝の状態で空気中に出ていく。

① ( ) ② ( )

( )

① ( ) ② ( )

見本
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（4） 表から、Xのインゲンマメの中にあるデンプンなどの有機物の量は、どのように変化したと考えられ

るか。13時の有機物の量を起点とした変化のようすを模式的に表したグラフを次のア～エから選

び、記号で答えなさい。

ア イ ウ エ

タンポポの葉を用いて次の実験を計画した。これについて、あとの問いに答えなさい。

（1） 予想が正しかったとすると、試験管A、Bに入れた石灰水はそれぞれどのようになると考えられる

か。簡潔に答えなさい。

（2） 実験を行った後、新たな疑問が生じたため、次の実験を計画した。ここで立てた予想を確かめるた

めには、どのような方法で実験を行えばよいか。｛ ｝の中からそれぞれ適当なものを選び、記号で

答えなさい。

5

【目的】 植物が、光合成を行うとき、二酸化炭素を取り入れているかどうかを調べる。

【予想】 植物は、光合成を行うとき、二酸化炭素を取り入れている。

【方法】 2本の試験管A、Bを用意する。次

に、図1のように、試験管Aにのみ採

取したばかりのタンポポの葉を入れ、

試験管A、Bに、ストローでそれぞれ息

を吹き込み、すぐにゴム栓でふたをす

る。さらに、試験管A、Bに、30分間光

を当てた後、それぞれの試験管に石灰水を少し入れ、図2のように、ゴム栓をしてよく振り、石

灰水の変化を調べる。

図1 図2A B
A B

タ
ン
ポ
ポ
の
葉

石灰水

ゴム栓

【目的】 植物が、光合成を行わないときにも、二酸化炭素を取り入れているかどうかを調べる。

【予想】 植物は、光合成を行うときだけ、二酸化炭素を取り入れている。

【方法】 試験管Aの結果と比較するために、試験管を新たに1本用意する。次に、タンポポの葉

を①｛ア． 入れて イ． 入れないで｝、息を②｛ア． 吹き込み イ． 吹き込まないで｝、

光を③｛ア． 当てる イ． 当てない｝。30分後に石灰水を少し入れ、ゴム栓をしてよく振

り、石灰水の変化を調べる。

有
機
物
の
量

13 15 17 19
時刻（時）

有
機
物
の
量

13 15 17 19
時刻（時）

有
機
物
の
量

13 15 17 19
時刻（時）

有
機
物
の
量

13 15 17 19
時刻（時）

( )

① ( ) ② ( ) ③ ( )

試験管A( ) 試験管B( )
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次は、蒸散と植物のからだについて調べ、まとめたものである。 ① ～ ③ にあてはまる言葉

をそれぞれ答えなさい。

右図のように、赤色に着色した水を三角フラスコに入れ、トウモロコシをさして、水を吸

わせた。葉脈に色が行きわたるまで水を吸わせた後、トウモロコシの茎の一部を輪切りに

して断面を観察した。トウモロコシの茎の断面を模式的に表したものを次のア～エから選

び、記号で答えなさい。ただし、黒くぬった部分は、赤色に染まった場所を示している。

ア イ ウ エ

図1は、ある被子植物の体のつくりを示した模式図であ

る。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 図2は、図1の aの位置で切った茎の断面を示してい

る。図2において、葉でつくられた栄養分の通る管がある

部分を黒くぬりつぶしたものを次のア～エから選び、記

号で答えなさい。

ア イ ウ エ

（2） 図3は、葉の裏側の表皮をうすくはぎ、切り取って、顕微鏡で観察したときのスケッチである。その中

には、気孔がいくつも観察できた。気孔のはたらきによって起こることを説明した次の文の ① 、

② にあてはまる言葉をそれぞれ答えなさい。

8

気孔では酸素や二酸化炭素の出入り以外に、水蒸気が放出される ① という現象がみら

れる。また、 ① が活発に行われることによって、 ② がさかんに起こり、植物にとって必

要なものが根から茎、葉へと運ばれていく。

6

植物は、葉の ① の開閉によって蒸散の量を調節している。植物は、蒸散などのはたらきによっ

て、根から水を吸い上げている。吸い上げられた水は、根、茎、葉にある ② の中の道管を通って、

からだ全体に運ばれる。 ② は、シダ植物と種子植物にはあるが、コケ植物にはない。

光合成に必要な ③ は、 ① を通して空気中から取り入れられる。 ③ と水を材料に、

光合成でデンプンなどがつくられる。

7

図1 図2

a

図3

気孔
根

茎
葉

赤色に着色
した水

① ( ) ② ( ) ③ ( )

( )

( )

① ( ) ② ( )
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ホウセンカを用いて次の実験を行った。これについて、あとの問いに答えなさい。

（1） 【実験2】で、下線部の操作は、どのような現象を防ぐために行ったものか。簡潔に答えなさい。

（2） 次の文は、実験結果について述べたものである。文中の ① に入る言葉を答えなさい。また、

② ・ ③ に入る言葉の組み合わせを下のア・イから選び、記号で答えなさい。

ア．②表 ③裏 イ．②裏 ③表

（3） 実験で用いたホウセンカと葉の枚数や大きさや色、茎の長さや太さがそれぞれほぼ同じホウセン

カの枝を1本用意し、ワセリンを一切ぬらずに、90mLの水が入ったメスシリンダーに、実験の図のよう

にさし、油を注いで水面をおおう。このメスシリンダーを、光が十分に当たる、風通しのよい場所に3時

間置く。このときの、メスシリンダーの水の減少量は何mLになると考えられるか。次のア～オから選

び、記号で答えなさい。

ア． 4.4mL イ． 5.6mL ウ． 7.8mL エ． 8.8mL オ． 9.8mL

9

【実験1】 葉の枚数や大きさや色、茎の長さや太さが

それぞれほぼ同じホウセンカの枝A～Cを用意

し、表1に示した条件でワセリンをぬる。

【実験2】 90mLの水が入ったメスシリンダーを3本用

意し、枝A～Cを、右図のようにそれぞれさし、

油を注いで水面をおおう。

【実験3】 光が十分に当たる、風通しのよい場所に3

時間置き、それぞれのメスシリンダーの水の減

少量を調べる。

表2は、実験の結果をまとめたものである。

表1

枝A

枝B

枝C

すべての葉の表側に
のみワセリンをぬる

すべての葉の裏側に
のみワセリンをぬる

すべての葉の両側に
ワセリンをぬる

表2
水の減少量

枝Aをさしたメスシリンダー 6.6mL

枝Bをさしたメスシリンダー 2.2mL

枝Cをさしたメスシリンダー 1.0mL

油

水

メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

植物の体の中に吸い上げられた水が、気孔を通して、植物の体の表面から水蒸気となって蒸

発する現象を ① という。この現象によって、メスシリンダーの水は減少したと考えられる。

表2のように、枝Aをさしたメスシリンダーは、枝Bをさしたメスシリンダーと比べて水の減少量が

多かった。これは、葉の ② 側の方が ③ 側より気孔の数が多いことによると考えられる。

また、枝Cをさしたメスシリンダーでも水が減少していたことから、水は葉以外の体の表面からも

水蒸気となって蒸発すると考えられる。

( )

① ( ) 記号 ( )

( )
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植物の蒸散について調べる実験を行った。まず、葉

の枚数や大きさ、茎の太さや長さがそろっている同じ植

物の枝を3本準備した。次に、右図のように、葉にA～C

に示す処理をした枝をそれぞれ同じ量の水が入ったメ

スシリンダーにさし、水面を油でおおった。その後、光が

当たる風通しのよい場所に置き、2時間後にそれぞれの

水の減少量を調べた。表は、その結果である。これにつ

いて、次の問いに答えなさい。

（1） この実験で、水面を油でおおったのはなぜか。簡潔に答えなさい。

（2） 表のAとBの結果から、この植物の葉のつくりについて考えられることを簡

潔に答えなさい。

（3） 「Cの水の減少量は、すべての葉の表側と裏側からの蒸散量の合計である。」と考えていたが、実

験の結果からこの考えが適切ではないことがわかった。

① この考えが適切ではなかったのはなぜか。その理由を簡潔に答えなさい。

② Cの水の減少量のうち、すべての葉の表側と裏側からの蒸散量の合計は何cm3ですか。

植物のからだのしくみとはたらきについて調べるために、次のような実験を行った。これについて、あと

の問いに答えなさい。

11

【実験1】 赤色に着色した水を入れた三角フラスコに、葉が数枚ついたホウセンカの茎をさして数時

間置いた。その後、そのホウセンカの茎と葉の断面を観察した。

【実験2】 茎の太さや長さ、葉の大きさや枚数がほぼ同じホウセンカを用意し、表のようにワセリンの

ぬり方の異なる4種類をそれぞれホウセンカA、B、C、Dとした。これらを、図1のように同量の

水が入ったメスシリンダーにさして少量の油で水面をおおい、日光の当た

る風通しのよい場所に4時間置いて、メスシリンダー内の水の減少量を調

べた。
ホウセンカA すべての葉の表、裏ともにワセリンをぬらない。

ホウセンカB すべての葉の表のみにワセリンをぬる。

ホウセンカC すべての葉の裏のみにワセリンをぬる。

ホウセンカD すべての葉の表、裏ともにワセリンをぬる。

図1

油

水

10

( )

( )

( )

水の減少量

A 5.2cm
3

B 2.1cm
3

C 6.9cm
3

油

水

すべての葉の
表側にワセリ
ンをぬる

すべての葉の
裏側にワセリ
ンをぬる

葉にワセリン
をぬらない

A B C

油

水

油

水

( )

見本
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（1） 図2は、ホウセンカの茎と葉の断面の

模式図である。

① 【実験1】で、赤色に着色した水が通

った管がある部分の組み合わせを次の

ア～エから選び、記号で答えなさい。

ア． aと c イ． aとd ウ． bと c エ． bとd

② 次の文の Ⅰ にあてはまる言葉を答えなさい。また、Ⅱの｛ ｝の中から適当なものを選び、

記号で答えなさい。

（2） 【実験2】において、次のⅠ、Ⅱはそれぞれ葉のどの部分からの蒸散の量を表していると考えられる

か。最も適する組み合わせを下のア～エから選び、記号で答えなさい。

Ⅰ ホウセンカAの結果とホウセンカBの結果の差

Ⅱ ホウセンカCの結果とホウセンカDの結果の差

ア．Ⅰ、Ⅱとも葉の表側。 イ． Ⅰは葉の表側、Ⅱは葉の裏側。

ウ．Ⅰ、Ⅱとも葉の裏側。 エ． Ⅰは葉の裏側、Ⅱは葉の表側。

（3） 次は、【実験2】に関するPさんとQさんの会話である。文中の ① に適する内容を、会話全体

の文脈をふまえて、簡潔に答えなさい。また、 ② にあてはまるものを下のア～ウから選び、記号

で答えなさい。

ア． Eの方が少ない。 イ． Fの方が少ない。 ウ． どちらもほぼ同じ。

Pさん 同じ種類の植物でも、ふの部分がある葉

は、ふの部分がない葉に比べて蒸散の量が

少ないそうです。ふの部分では蒸散は行わ

れていないのでしょうか。

Qさん では、ふの部分では蒸散が行われていない、という仮説を立て、それを確かめる方法に

ついて、【実験2】の方法を活用して考えてみましょう。

Pさん 図3のように、大きさもふの部分の面積もほぼ同じである葉が1枚ずつついた同じ種類

の植物を用意し、E、Fとします。Eの葉は、表も裏もすべての部分にワセリンをぬるという処

理をし、Fの葉は、 ① という処理をして、【実験2】と同様の実験を行います。仮説が

正しければ、減少する水の量は ② と考えられます。

Qさん そうですね。では、さっそく調べてみましょう。

図3 E F緑色の部分

ふの部分

吸い上げられた水は、維管束の中の水などの通り道である Ⅰ を通り、体の各部分に運

ばれていく。実験に用いたホウセンカは、茎の断面の観察において赤く染まった部分が輪のよう

に並んで見えたため、Ⅱ｛ア． 単子葉類 イ． 双子葉類｝に分類することができる。

( )

図2 茎の断面 葉の断面

a

b
c

d( )

Ⅰ ( ) Ⅱ ( )

① ( ) ② ( )見本
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◆◇◆ ポイント演習３ ◆◇◆

右の表の○印は、ヒトの体内でA、B、Cそれぞれの栄養素におもには

たらくa～dの消化液と、小腸の壁の消化酵素を示している。これについ

て、次の問いに答えなさい。

（1） 栄養素A、B、Cの名称をそれぞれ答えなさい。

（2） a～ dの消化液のうち、消化酵素を含まないものはどれか。記号で

答えなさい。

図1は、ヒトの消化器官を表したものである。これについて、次の問いに答え

なさい。

（1） A～Gの消化器官の名称をそれぞれ答えなさい。

（2） AとFから分泌される消化液に含まれる消化酵素の名称を、それぞれ答え

なさい。

（3） デンプンとタンパク質は、それぞれ何に分解されてから吸収されますか。

（4） 図2は、ある消化器官の内側を示したものである。

① 図のHの部分を何といいますか。

② これは、図1のA～Gのどの器官に見られるか。記号で答えなさい。

③ このような構造は、どのような点で都合がよいか。簡潔に答えなさい。

（5） ブドウ糖を検出する方法について述べた次の文の に適当な言葉を入れなさい。

ブドウ糖に ① を加えて ② すると、 ③ 色の沈殿ができる。

A ( )

B( ) C( ) D( )

E ( ) F( ) G ( )

デンプン ( ) タンパク質 ( )

( )

( )

( )

① ( ) ② ( ) ③ ( )

図2
H

A

B

C

D

E

F

G

図1

A ( ) F( )

●ポイント58● 「実戦DO!」 P43【消化のようす】

1

A( ) B( ) C( )

消化液・ 栄養素

消化酵素 A B C

a．だ液 ○

b．胃液 ○

c．すい液 ○ ○ ○

d．胆汁 ○

○ ○
小腸の壁の

消化酵素( )

見本
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右図は、ヒトの消化器官を模式的に表したものである。次の①～④のことがら

にあてはまる部分をそれぞれA～Gから選び、記号とその名称を答えなさい。

① すい液をつくっている。

② タンパク質が最初に消化される。

③ ここから出される消化液は、デンプンだけを消化する。

④ 消化のはたらきとともに、養分の吸収もしている。

図1は、ヒトの消化系を表したものである。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） デンプンを最初に消化する消化液をつくる器官をA～Fから選び、記号で答え

なさい。

（2） タンパク質は、消化されてどんな物質に変化して、体内に吸収されますか。

（3） 図2は、ある器官の内部の構造を表したものである。

① このような突起を何といいますか。

② このような内部の構造が見られる器官をA～Fから選び、記号で

答えなさい。

右図のように、試験管A～Dにデンプン溶液を同量ずつ入れ、さらに

AとBにはだ液、CとDには水を加え、40℃に保ったまま、10分間ほど放

置した。その後、AとCにはヨウ素液を加え、BとDにはベネジクト液を加

えて加熱した。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） A～Dの試験管内の変化のようすを次のア～ウからそれぞれ選

び、記号で答えなさい。

ア．青紫色になった。 イ． 赤褐色の沈殿ができた。 ウ． 変化しなかった。

（2） この実験で、試験管を40℃に保ったのはなぜか。簡潔に答えなさい。

2

4

3

記号 ( ) 名称 ( )

記号 ( ) 名称 ( )

記号 ( ) 名称 ( )

記号 ( ) 名称 ( )

( )

( )

( )

A

B

C

D

E

F

G

A B C D

デンプン溶液
＋だ液

デンプン溶液
＋水

A

B

C

D

E

F

図1

図2

( )

( )

A ( ) B( ) C( ) D( )

見本
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4本の試験管A～Dに、デンプン溶液を10cm3ずつ入れ、AとCにはだ液

を、BとDには水をそれぞれ2cm3ずつ加えた。そして、AとBは40℃の湯に、C

とDは氷水にそれぞれ20分間つけた。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 試験管A～Dの液をそれぞれ2cm3ずつとり、ヨウ素液を加えた。このと

き、青紫色になったものをA～Dからすべて選び、記号で答えなさい。

（2） 試験管A～Dの液をそれぞれ2cm3ずつとり、ベネジクト液を加えてからある操作をすると、赤褐色の

沈殿ができたものがあった。

① ある操作とは何か。簡潔に答えなさい。

② 赤褐色の沈殿ができたものをA～Dから選び、記号で答えなさい。

（3） だ液に含まれる消化酵素の名称を答えなさい。

水の入ったペトリ皿の上にセロハンを置き、その上からデンプンの

りとブドウ糖水溶液を混ぜたものを入れた。これについて、次の問い

に答えなさい。

（1） 時間が十分に経過してから、ペトリ皿の水を調べるとどんなこと

がわかるか。次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．デンプンが含まれている。 イ． ブドウ糖が含まれている。

ウ．デンプンとブドウ糖が含まれている。 エ． 変化はない。

（2） （1）より、デンプンの粒とブドウ糖の粒では、どちらの方が小さいことがわかりますか。

だ液のはたらきを調べるため、セロハンの袋に、デンプンのり

と水を入れたものと、デンプンのりとだ液を入れたものを用意

し、それぞれを右図のように、40℃の湯が入ったビーカーA、Bに

つけた。30分ほど経過してから、それぞれのビーカーの中の湯

にベネジクト液を加えて加熱すると、赤褐色の沈殿ができるのは

ビーカーA、Bのどちらか。記号で答えなさい。

5

6

7

( )

( )

( )

( )

( )

A B C D

40℃の湯 氷水

ペトリ皿

セロハン

水

デンプンのりと
ブドウ糖水溶液

デンプンのり
と水

デンプンのり
とだ液

A B

40℃の湯

セロハン
の袋

( )

( )
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右図は、ヒトの血液循環のようすを模式的に表したものである。これにつ

いて、次の問いに答えなさい。

（1） A～Cの各器官の名称を、それぞれ答えなさい。

（2） 消化・吸収が行われているときに、ブドウ糖やアミノ酸が最も多く含ま

れている血管を a～hから選び、記号で答えなさい。

（3） 二酸化炭素を最も多く含む血液が流れている血管をa～ hから選び、

記号で答えなさい。

（4） 血液が次の①、②のように循環する経路をそれぞれ何といいますか。

① ウ→A→イ ② エ→全身→ア

（5） 動脈血が流れている血管をa～hからすべて選び、記号で答えなさい。

右図は、ヒトの血液循環を示す模式図である。これについて、

次の問いに答えなさい。

（1） 器官A～C、心臓の部屋H、血管 a～ dの名称をそれぞれ

答えなさい。

（2） 体内に生じたアンモニアを尿素に変えている器官をA～D

から選び、記号で答えなさい。

（3） 酸素を最も多く含む血液が流れている血管を a～ gから

選び、記号で答えなさい。

（4） 食後、最も多くの養分を含む血液が流れている血管を a～ gから選び、記号で答えなさい。

（5） 不要物が最も少ない血液が流れている血管をa～gから選び、記号で答えなさい。

A ( ) B( )

C( ) H( )

a( ) b( )

c ( ) d( )

( )

( )

からだの上部

からだの下部

A

B

C

D（じん臓）

a

c
d

e

f g

H

b

( )

( )

●ポイント59● 「実戦DO! 」 P44【血液の循環】

1

A( ) B( ) C( )

( )

B

C

その他の各部分

じん臓

ア イ

ウ エ

A
a b

c d

e

fg

h( )

( )

( ) ( )

見本
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右図は、ヒトの血液の循環を模式的に表したものである。これにつ

いて、次の問いに答えなさい。

（1） 左心房をア～エから選び、記号で答えなさい。

（2） Bの血管では、血液は a、bのどちらの方向に流れていますか。

（3） 静脈血が流れている動脈をA～Dから選び、記号で答えなさい。

（4） 尿素などの不要物が最も少ない血液が流れている血管をA～H

から選び、記号で答えなさい。

図1はヒトの心臓を、図2は血管を表したものである。これについて、次の

問いに答えなさい。

（1） 図1で、心臓の各部屋の壁が最も厚いのはどこか。ア～エから選び、記

号とその部屋の名称をそれぞれ答えなさい。

（2） 図1のA～Dの血管の名称をそれぞれ答えなさい。

（3） 図2で、血液が流れる向きをa、bから選び、記号で答えなさい。

（4） 図2のXを何といいますか。また、Xのはたらきを簡潔に答えなさい。

（5） 図2の血管は、動脈、静脈のどちらですか。

右図は、ヒトのからだの排出器官のつくりを表したものである。これについて、次

の問いに答えなさい。

（1） A～Cの名称をそれぞれ答えなさい。

（2） 次の文は、Aのはたらきについて述べたものである。 ① 、 ② にあて

はまる言葉をそれぞれ答えなさい。

2

3

体内に吸収されたアミノ酸は、分解されて ① になる。 ① は毒性が強いので、肝臓で

毒性の弱い ② に変えられた後、Aで血液中からこしとられ、尿として体外に排出される。

4

( )

( )

( )

記号 ( ) 名称 ( )

A ( )
B( ) C( ) D( )

( )

( )

X ( ) はたらき ( )

A ( ) B( ) C( )

ア

ウ

イ

エ

A

B
C

D図1

図2

a b

X

A

B

C

からだの上部

からだの下部

A B

C

じん臓

肝臓

小腸

肺

ア イ

ウ エ D
E

F
G H

a

b

( )

① ( ) ② ( )

見本



- 97 -

右図はヒトの血球のスケッチである。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） A～Cの名称をそれぞれ答えなさい。

（2） これらの血球を浮かしている液体成分を何といいますか。

（3） A～Cのはたらきを次のア～エからそれぞれ選び、記号で答えなさい。

ア．酸素をからだの各部へ運ぶ。 イ． 血液を固める。

ウ．体内に入ってきた細菌をとらえて殺す。 エ． 養分や老廃物を運ぶ。

右図は、毛細血管と細胞との物質交換を示した模式図である。これに

ついて、次の問いに答えなさい。

（1） A～Cの物質を次のア～エからそれぞれ選び、記号で答えなさい。

ア．酸素 イ．窒素

ウ．二酸化炭素 エ．栄養分

（2） 細胞の間を満たしている液体を何といいますか。

（3） 血液が赤いのは、赤血球に含まれている色素による。その色素の名

称を答えなさい。

右図は、ヒトの血液を顕微鏡で見たようすを示している。これについて、

次の問いに答えなさい。

（1） 次の①～④のはたらきをもつものを右図のA～Dからそれぞれ選び、

記号とその名称を答えなさい。

① 体内に侵入してきた細菌などの病原菌をとらえて殺す。

② 赤い色素であるヘモグロビンが含まれ、ヘモグロビンが酸素と結合する。

③ 出血したときに血液を固める。

④ 養分、二酸化炭素、不要物を運ぶ。

（2） 血液の液体成分であるAが、毛細血管の外にしみ出たものを何といいますか。

記号 ( ) 名称 ( )

記号 ( ) 名称 ( )

記号 ( ) 名称 ( )

記号 ( ) 名称 ( )

( )

A

B

C

D

●ポイント60● 「実戦DO!」 P45【血液の成分】～【組織液】

1

2

A( ) B( ) C( )

( )

( )

A

B

C

毛細血管 細胞

赤
血
球

A

C

B

A( ) B( )

C( )

A ( ) B( ) C( )

( )
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右図は、肺胞でのガス交換のようすを模式的に表したものである。これ

について、次の問いに答えなさい。

（1） 肺胞のまわりを網の目のようにとりまいているAを何といいますか。

（2） 肺胞でやりとりされるB、Cの気体の名称をそれぞれ答えなさい。

（3） 肺にたくさんの肺胞があることは、ガス交換するうえで、どのように役立っていますか。

次の文は、ヒトが息を吸うときのようすについて述べたものである。｛ ｝のア、イからそれぞれ正しい

ものを選び、記号で答えなさい。

右図は、肺の呼吸運動を説明するための装置である。これについて、次の

問いに答えなさい。

（1） 糸を下に引くと、ゴム風船はどうなりますか。

（2） 右図の、ガラス管・ゴム風船・ゴム膜は、ヒトのからだではそれぞれ何にあ

たりますか。

右図は、ヒトの肺の内部のつくりを表したものである。これについ

て、次の問いに答えなさい。

（1） 気管支の先につながっている小さな袋Aを何といいますか。

（2） 肺の内部がAのような構造になっているのは、どのような点

でつごうがよいか。簡潔に答えなさい。

( )

A
気
管
支

肺動脈

肺静脈

毛細血管

( )

●ポイント61● 「実戦DO! 」 P45【肺】

1

3

2

息を吸うときは、横隔膜を①｛ア． 上げる イ． 下げる｝と同時にろっ骨を②｛ア． 上げる イ．

下げる｝ことによって、胸の中の容積が③｛ア． 増え イ． 減り｝、空気が入ってくる。

( )

B( ) C( )

( )

( )

B C

肺胞A

ガラス管

ゴム膜

底のない
ガラスびん

ゴム風船

ガラス管 ( ) ゴム風船 ( )

ゴム膜 ( )

① ( ) ② ( ) ③ ( )
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◇◆◇ 実戦演習３ ◇◆◇

右図のように、4本の試験管a～ dに同量のデンプン溶液を入れ、試験管aと bに

は水でうすめただ液1cm3を、試験管 cと dには水1cm3を、それぞれ入れ、約40℃の

湯につけた。10分後、試験管 a～ dを湯から取り出し、試験管a とcにはヨウ素溶液

を2滴ずつ加えて色の変化を観察した。試験管 bとdにはベネジクト溶液を少量加え、

ある操作をした後、色の変化を観察した。表は、そのときの色の変化をまとめたもので

ある。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） だ液の中に多く含まれている消化酵素を次のア

～エから選び、記号で答えなさい。

ア．ペプシン イ． トリプシン

ウ．アミラーゼ エ． リパーゼ

（2） 下線部のある操作とは、どのような操作か。次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．沸騰石を入れて振りながら加熱した。 イ． 光が全くあたらないところに2～3分間置いた。

ウ．氷水に入れて冷やした。 エ． 直射日光があたらない明るいところに2～3分間置いた。

（3） 次の文は、実験の結果から考えられることを述べたものである。文中の ① 、 ② にあては

まる記号をそれぞれa～dから選び、答えなさい。

（4） だ液に含まれる消化酵素について本で調べたところ、次のア～エの性質があることがわかった。こ

のうち、この実験からわかる性質を選び、記号で答えなさい。

ア．水がないとはたらかない。 イ． 体外に出てもはたらく。

ウ．中性で最もよくはたらく。 エ． 高温では、はたらかなくなる。

（5） 次の文は、消化と吸収について述べたものである。文中の｛ ｝の中から適当なものを選び、記号

で答えなさい。また、 ② にあてはまる言葉を答えなさい。

1

デンプンは、だ液に含まれている消化酵素によって分解されたあと、①｛ア． 胃 イ． すい臓｝

や、小腸から分泌される消化酵素によってさらに細かく分解されてブドウ糖になり、小腸の壁にあ

る、ひだの表面の ② とよばれる小さな突起から吸収され、毛細血管に入る。

この実験において、試験管 aと試験管 ① で見られた溶液の色の変化を比べることによっ

て、だ液のはたらきにより、デンプンがなくなったことがわかる。また、試験管bと試験管 ② で

見られた溶液の色の変化を比べることによって、だ液のはたらきにより、麦芽糖などの糖ができた

ことがわかる。このことから、だ液のはたらきによって、デンプンが分解されたことがわかる。

加えた溶液 色の変化

試験管 a ヨウ素溶液 変化なし

試験管 b ベネジクト溶液 赤褐色になった

試験管c ヨウ素溶液 青紫色になった

試験管 d ベネジクト溶液 変化なし

① ( ) ② ( )

① ( ) ② ( )

( )

( )

( )

a b c d
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4本の試験管A～Dを用意し、それぞれにデンプン溶液を10cm3入れた。さらに、試

験管A、Cには、水でうすめただ液を2cm3ずつ入れ、試験管B、Dには、水を2cm3ずつ

入れた。それぞれの試験管を振り混ぜた後、右図のようにヒトの体温に近い約40℃の

湯の中に、試験管を10分間置いた。その後、試験管A、Bにはヨウ素液を入れて、試験

管の中の色の変化を観察した。試験管C、Dにはベネジクト液と沸騰石を入れてガス

バーナーで加熱し、試験管の中の変化を観

察した。表1は、実験の結果をまとめたもので

ある。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 次の文の ① 、 ② にあてはま

るものを下のア～カからそれぞれ選び、

記号で答えなさい。

ア．AとB イ． AとC ウ． AとD エ． BとC オ．BとD カ． CとD

（2） デンプンを麦芽糖などに分解するだ液に含まれる消化酵素を何といいますか。

（3） 表2は、ヒトの消化に関わる器官X～Zから出る消

化液が、消化酵素であるトリプシン、ペプシン、リパー

ゼをそれぞれ含むかどうかをまとめたものである。器

官X～Zは、だ液せん、胃、すい臓のいずれかである。

器官Yは何ですか。

（4） 「だ液がデンプンを分解するときに体温より低い温度では、デンプンは分解されにくい。」という仮

説を立てた。この仮説を検証するために、試験管Aで行った実験と比較する対照実験として最も適切

なものを次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア． デンプン溶液を10cm3入れた試験管に水を2cm3入れて振り混ぜ、氷水の中に試験管を60分

間置いた後、ヨウ素液を入れる。

イ． デンプン溶液を10cm3入れた試験管に水を2cm3入れて振り混ぜ、氷水の中に試験管を10分

間置いた後、ヨウ素液を入れる。

ウ． デンプン溶液を10cm3入れた試験管に水でうすめただ液を2cm3入れて振り混ぜ、氷水の中に

試験管を60分間置いた後、ヨウ素液を入れる。

エ． デンプン溶液を10cm3入れた試験管に水でうすめただ液を2cm3入れて振り混ぜ、氷水の中に

試験管を10分間置いた後、ヨウ素液を入れる。

2

実験の結果から、試験管 ① の溶液のようすを比べると、だ液のはたらきによって、デンプ

ンがなくなったことがわかる。また、試験管 ② の溶液のようすを比べると、だ液のはたらきに

よって、麦芽糖などが生じたことがわかる。これらのことから、だ液のはたらきによってデンプンは

分解され、麦芽糖などに変化したと考えられる。

( )

表1

試験管A 変化しなかった

試験管B 青紫色に変化した

試験管C 赤褐色の沈殿が生じた

試験管D 変化しなかった

ヨウ素液との反応
による色の変化

ベネジクト液との反応
による変化

表2
トリプシン ペプシン リパーゼ

器官X 含む 含まない 含む

器官Y 含まない 含む 含まない

器官Z 含まない 含まない 含まない

B C DA

① ( ) ② ( )

( )

( )

見本



- 101 -

右図のように、セロハンの袋を2つ用意し、1

つにはデンプン溶液とだ液、もう1つにはデンプ

ン溶液と蒸留水を入れ、これらを袋 a、袋 bとし、

約40℃の蒸留水中に1時間入れておいた。その

後、袋aの中の液体を2本の試験管に入れ、試験

管a1、a2とし、袋bの中の液体を2本の試験管に

入れ、試験管b1、b2とした。また、袋 aを入れた

ビーカーの中の液体を2本の試験管に入れ、試

験管a3、a4とし、袋 bを入れたビーカーの中の

液体を2本の試験管に入れ、試験管b3、b4とし

た。試験管a1、a3、b1、b3には、ヨウ素液を数滴

加え、液体の色の変化を観察した。試験管a2、

a4、b2、b4には、ベネジクト液を数滴加え、ガス

バーナーで加熱し、液体の色の変化を観察した。表は、このときの色の変化をまとめたものである。

（1） 試験管a1とb1の液体の色の変化を比べることでわかることを、簡潔に答えなさい。

（2） 次の文は、実験の結果をもとに、まとめたものである。文中の ① ～ ⑥ にはあてはまる試

験管の記号を、 ⑦ にはあてはまる言葉をそれぞれ答えなさい。

3

試験管 ① と ② を比べると、だ液のはたらきによりデンプンが麦芽糖（ブドウ糖の分

子が2つ結合したもの）などに変化したことがわかる。デンプンがセロハンを通り抜けないことが

わかるのは、試験管 ③ と ④ を比べたときである。また、麦芽糖がセロハンを通り抜け

ることがわかるのは、試験管 ⑤ と ⑥ を比べたときである。これらのことから、デンプン

の分子と麦芽糖の分子の大きさを比べると、麦芽糖の方が小さいと考えられる。実際にヒトでは、

麦芽糖は消化液のはたらきによって、さらに小さいブドウ糖に変化する。このように、食物やその栄

養分が体内に ⑦ されやすい形や大きさに変化していく一連の流れを消化という。

① ( ) ② ( ) ③ ( ) ④ ( ) ⑤ ( ) ⑥ ( )

⑦ ( )

( )

ヨウ素液を加えた場合 ベネジクト液を加えた場合

a1 a3 b1 b3 a2 a4 b2 b4

変化なし 変化なし 青紫色 変化なし 赤褐色 赤褐色 変化なし 変化なし

a1 a2 a3 a4 b2b1 b3 b4

ビーカー

セロハン
の袋

40℃の
蒸留水

袋a
デンプン溶液とだ液

袋b
デンプン溶液と蒸留水

（注1） 袋aと袋bのデンプン溶液は、同じ量である。

（注2） 袋aのだ液と袋bの蒸留水は、同じ量である。
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図1は、体の正面から見たヒトの心臓の断面を模式的に表したものである。

A～Dは、それぞれ心臓の部屋を示しており、 の部分には、それぞれ血液の逆

流を防ぐ弁がある。肺循環において、心臓から出た血液は、肺を通ってBの部屋

に入る。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 図1のBの部屋の名称を答えなさい。

（2） 動脈血が流れる部屋をA～Dから2つ選び、記号で答えなさい。

（3） 図2のa～ dは、心臓の弁のようすを模式的に表したものであ

る。図1のDの部屋が収縮し、血液が逆流せずに流れているとき

の、XとYのそれぞれの弁のようすを図2の a～ dから選び、記号

で答えなさい。

右図は、ヒトの血液の流れを表した模式図である。これについて、次の

問いに答えなさい。

（1） 次は、ヒトの血液についてまとめたものである。 ① 、 ② にあ

てはまる言葉をそれぞれ答えなさい。

（2） 肺静脈を流れているのはどのような血液か。「二酸化炭素」、「酸素」という言葉を使って、簡潔に

答えなさい。

（3） ブドウ糖やアミノ酸などの栄養分を含む割合が高くなっている血液が流れているのはどの部分か。

a～dから選び、記号で答えなさい。

（4） 肝臓のはたらきとして最も適切なものを次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．多くのひだがあり、その表面にある小さな突起から栄養分を吸収するはたらき。

イ．尿素などの不要な物質を、余分な水などとともに血液中からこし出すはたらき。

ウ．デンプンを、消化酵素によってブドウ糖に分解するはたらき。

エ．アンモニアを、害の少ない尿素に変えるはたらき。

4

5

( )

( )( )

血液の固形成分の1つである ① には、ヘモグロビンという

物質が含まれており、酸素を運ぶはたらきがある。血液の液体成分

である血しょうには、消化管で吸収された栄養分などが溶けている。

血しょうの一部は毛細血管からしみ出して、細胞のまわりを満たして

いる。この液を ② という。

A B

CD

X Y

図1

図2
a b c d

X( ) Y( )

体の上部

肺

肝臓

小腸

じん臓

体の下部

a b

d c

① ( ) ② ( )

( )

( )

( )
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右図は、ヒトの血液の循環のようすを模式的に表している。ただし

Ⅰ～Ⅳは肺、小腸、肝臓、じん臓のいずれかの器官を、A～Kは血管を、

矢印は血流の方向をそれぞれ表している。これについて、次の問いに

答えなさい。

（1） 動脈の特徴について述べた文を次のア～エから選び、記号で

答えなさい。

ア．逆流を防ぐ弁がある。 イ． 血管の壁は厚い。

ウ．血管の壁はうすく、弾力性はあまりない。

エ．血管内を流れる血液はすべて動脈血である。

（2） 心臓につながる血管A～Dのうち、静脈血が流れているものをす

べて選び、記号で答えなさい。

（3） アンモニアが尿素に変えられ、尿をつくる器官に運ばれる経路はどれか。次のア～カから選び、記

号で答えなさい。

ア．G→J→C→A→B→D→F イ． J→C→A→B→D→I ウ． K→C→A→B→D→H

エ． J→C→D→I オ． K→C→D→H カ． G→J→C→D→F

（4） 次は、消化と吸収について述べたものである。図をもとに、次の ① ～ ④ にあてはまる言

葉の組み合わせを下のア～カから選び、記号で答えなさい。

ア．①Ⅱ ②脂肪 ③Ⅲ ④脂肪酸 イ． ①Ⅱ ②たんぱく質 ③Ⅲ ④アミノ酸

ウ．①Ⅲ ②ブドウ糖 ③Ⅱ ④グリコーゲン エ． ①Ⅲ ②脂肪 ③Ⅱ ④脂肪酸

オ．①Ⅳ ②たんぱく質 ③Ⅱ ④アミノ酸 カ． ①Ⅳ ②ブドウ糖 ③Ⅲ ④グリコーゲン

（5） 脂肪の消化を助ける胆汁はどこでつくられるか。器官名を答えなさい。

次は、ヒトの尿が体外に排出されるしくみについて述べたものであり、右図

はヒトのじん臓の断面を模式的に表したものである。文中の ① 、 ②

にあてはまる名称をそれぞれ答えなさい。

6

食物は消化され、栄養分の多くは図の ① で吸収される。その後 ② は図の ③

へ運ばれ、一部が ④ に変えられ、たくわえられる。

7

じん臓は、血液をろ過して血液中の不要な物質を取り除いている。血

液から取り除かれたさまざまな不要な物質や水分から尿がつくられ、図

の ① を通り、いったん ② にためられた後、体外に排出される。

( )

脳

Ⅰ

心臓

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

全身の細胞

A B

E

F

G

C D

I

J

K

H

動脈

静脈

②

①

( )

( )

( )

( )

① ( ) ② ( )
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次の【資料1】～【資料3】は、ヒトの生命を維持するしくみについてそれぞれまとめたものである。これ

について、あとの問いに答えなさい。

（1） 【資料1】について、Aの名称を答えなさい。

（2） 次の文は、血管Bについて述べたものである。｛ ｝の中からそれぞれ適当なものを選び、記号で

答えなさい。

（3） 下線部Ⅰの性質とは何か。「多いところ」、「少ないところ」の2つの言葉を用いて答えなさい。

（4） にあてはまる言葉を答えなさい。

（5） 下線部Ⅱについて述べたものを次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．細胞から排出される二酸化炭素は、血液の成分である白血球に結びついて肺に運ばれる。

イ．体外に排出される二酸化炭素は、呼気の成分の中で、体積の割合が最も大きい。

ウ．ぼうこうに集められたアンモニアは尿に変えられ、ある程度たまると体外に排出される。

エ．アンモニアは肝臓で尿素に変えられ、尿素はじん臓でこしとられて尿として排出される。

8

【資料1】 肺の下部には膜状の筋肉Aがあり、Aが上下に動くことな

どによって、胸の空間が広くなったり、せまくなったりする。広く

なったときに、肺に空気が取り入れられ、取り入れられた空気

は、肺胞の中にいきわたる。

【資料2】 肺胞では、酸素が毛細血管の中の血液に取り込まれる。こ

の血液は、血管Bを流れて心臓に入り、心臓の拍動によって

全身に送り出される。血液の成分である赤血球には、ヘモグ

ロビンとよばれる物質が含まれており、ヘモグロビンのもって

いる
Ⅰ
ある性質によって、体中に酸素が運ばれる。

【資料3】 細胞は、血しょうの一部が毛細血管からしみ出して細胞の

すき間を満たしている を通して酸素と養分を受け取

る。細胞内では、酸素と養分が結びつけられてエネルギーが

取り出され、その結果、二酸化炭素や水などのいろいろな不

要物ができる。これらの
Ⅱ
不要物の排出にも血液の循環のし

くみが使われる。

体の末端の組織
（全身の細胞）

肺

心臓
B

二酸化炭素＋水など

酸素＋養分

エネルギー

細胞外から

細胞外へ

細胞

吸うとき はくとき

肺

A

血管Bの名称は①｛ア． 肺動脈 イ． 肺静脈｝で、流れている血液は②｛ア． 動脈血 イ．

静脈血｝である。

( )

( )

( )

① ( ) ② ( )

( )

見本



- 105 -

酸素と養分を細胞に運んでいる血液の循環について調べるため、次のような資料収集と観察を行っ

た。これについて、あとの問いに答えなさい。

（1） 図1で、動脈へ血液を送り出している部屋をA～Dからすべて選び、記号で答えなさい。

（2） 肺には図2のようなたくさんの肺胞、小腸には図3のようなたくさんの柔毛がみられる。これらには、

どのような共通のつくりがあることで、どのような利点があるか。簡潔に答えなさい。

（3） 図5の血管X、Yのうち、次の①、②にあてはまる血管はどちらか。それぞれ記号で答えなさい。

① 心臓に向かって血液が流れている。

② より多くの酸素と養分を含む血液が流れている。

（4） 次は、図5の血管X、Yの周囲にある細胞に、血液が運んでいる酸素や養分がどのように届けられ

ているかについて述べたものである。 ① 、 ② にあてはまる言葉をそれぞれ答えなさい。

9

【資料】 図1は、血液を送り出し

ているヒトの心臓、図2は、

酸素を取り込むヒトの肺

胞、図3は、養分を吸収す

るヒトの小腸の柔毛、それ

ぞれのつくりを示した模

式図である。心臓から送

り出された血液は、肺や

小腸を通って心臓にもど

ってくる。

【観察】 図4のように、チャック

付きのポリエチレン袋に

少量の水と生きているメダカを入れ、チャックを閉めた。図5は、尾びれを顕微鏡で観察し、ス

ケッチしたものである。観察された赤血球の動きから、矢印で示した向きに血液が流れている

ことがわかった。

図1

A B

CD

図2 図3

気管支

肺胞

毛細血管

柔毛

毛細血管

リンパ管

メダカ

チャック付きの
ポリエチレン袋

図4 図5
赤血球

骨

血管X

血管Y

血液の液体成分である ① が、毛細血管からしみ出て ② と

なる。この ② に血液が運んできた酸素と養分が含まれていて、それ

ぞれの細胞に届けられている。

( )

( )

① ( )

② ( )

① ( ) ② ( )

見本



- 106 -

◆◇◆ ポイント演習４◆◇◆

右図は、腕をのばすときと曲げるときのようすを表

したものである。それぞれの場合に、縮む筋肉の正し

い組み合わせはどれか。表のア～エから選び、記号

で答えなさい。

次の問いに答えなさい。

（1） 腕を曲げるとき、右図に示す筋肉Aと筋肉Bの状態は、それぞれどのようになる

か。次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．筋肉Aは縮み、筋肉Bはゆるむ（のびる）。

イ．筋肉Aはゆるみ（のび）、筋肉Bは縮む。

ウ．筋肉Aも筋肉Bも縮む。 エ． 筋肉Aも筋肉Bもゆるむ（のびる）。

（2） 筋肉が（1）の状態になると腕が曲がるのは、筋肉がじょうぶなすじによって骨につながり、これに

よって骨を動かしているからである。この、じょうぶなすじを何といいますか。

右図は、ヒトの腕のつくりを示したものである。これについて、次の

問いに答えなさい。

（1） Aは、白いじょうぶなすじで、骨と筋肉をつないでいる。この部

分の名称を答えなさい。

（2） Bの部分の名称を答えなさい。

（3） 腕を曲げるとき、CとDの筋肉はどうなるか。次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア． Cの筋肉が縮み、Dの筋肉がのびる。 イ．Cの筋肉がのび、Dの筋肉が縮む。

ウ． CとDの両方の筋肉が縮む。 エ．CとDの両方の筋肉がのびる。

( )
B

A

C

D
( )

( )

●ポイント62● 「実戦DO!」 P46【骨と筋肉】

ア イ ウ エ

のばすとき X X Y Y

曲げるとき X Y X Y

1

2

のばす

曲げるX

Y

X

Y

A

B

( )

( )

( )
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右図は、ヒトの目のつくりを表している。これについて、次の問いに答えな

さい。

（1） 目が受け取る刺激は何か。次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．音 イ．光 ウ． 味 エ． におい

（2） 次の①～③のはたらきをするつくりを、それぞれA～Eから選び、記号と

その名称を答えなさい。

① （1）の刺激を感じて、神経に伝える。

② 入ってくる光の量を調節する。

③ 厚さを変えて、像を結ばせる。

右図は、ヒトの耳のつくりを表している。これについて、次の問いに答

えなさい。

（1） 次の①～③のはたらきをするつくりを、それぞれA～Dから選び、記

号とその名称を答えなさい。

① 刺激によって振動する。

② 振動を拡大する。

③ 音の刺激を感じて、神経に伝える。

（2） A～Dを刺激が伝わる順に並べ、記号で答えなさい。

目や耳のように、外界からの刺激を受け取る器官を何といいますか。

右図は、ヒトの目と耳を示したものであ

る。A～Hの名称をそれぞれ答えなさい。

A ( ) B( )

C( ) D( )

E ( ) F ( )

G( ) H( )

G

H

A

B
C

D
E F

●ポイント63● 「実戦DO! 」 P46【感覚器官】

1

2

3

記号 ( ) 名称 ( )

記号 ( ) 名称 ( )

記号 ( ) 名称 ( )

記号 ( ) 名称 ( )

記号 ( ) 名称 ( )

記号 ( ) 名称 ( )

( → → → )

( )

A

B

C

D

E

A

B

C

D

( )
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次の文中の ① ～ ④ にあてはまる言葉をそれぞれ答えなさい。

熱い湯が入ったやかんに手がふれ、思わず手を引っ込めた。この反応では、刺激や命令はどのように

伝わるか。次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．筋肉→運動神経→せきずい→感覚神経→皮ふ

イ．皮ふ→感覚神経→せきずい→運動神経→筋肉

ウ．筋肉→運動神経→せきずい→大脳→せきずい→感覚神経→皮ふ

エ．皮ふ→感覚神経→せきずい→大脳→せきずい→運動神経→筋肉

次の問いに答えなさい。

（1） 次の①、②のはたらきをする神経の名称をそれぞれ答えなさい。

① 刺激や命令を伝える。 ② 刺激を判断して命令を下す。

（2） 右図は、ヒトの神経系を模式的に表したものである。

① a、bの神経の名称をそれぞれ答えなさい。

② Dは、脳とaやbの神経とのなかだちをする中枢神経であ

る。Dを何といいますか。

③ 熱いやかんに手がふれ、思わず手を引っ込めるとき、刺

激が伝わって反応が起こるまでの経路はどうなるか。次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア． A→ a→D→C→D→ b→B イ． A→a→D→ b→B

ウ． B→ b→D→C→D→a→A エ． B→b→D→ a→A

④ ③のような刺激に対する反応を何といいますか。

( ) ( )

( )

a ( ) b( )

C 大脳

D

a

b

A 感覚器官

B 筋肉

( )

( )

●ポイント64● 「実戦DO! 」 P46【神経系】～P47【刺激と反応】

1

刺激を判断して命令を下す神経を ① 神経、刺激や命令を伝える神経を ② 神経という。

さらに ② 神経は、感覚器官からの刺激を ① 神経に伝える ③ 神経と、 ① 神経

からの命令を筋肉に伝える ④ 神経とがある。

2

① ( ) ② ( ) ③ ( ) ④ ( )

( )
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右図は、ヒトの神経系を模式的に表したものである。これにつ

いて、次の問いに答えなさい。

（1） C、Dは神経を示している。それぞれ何という神経を示してい

ますか。

（2） 次のⅠとⅡは、ある刺激に対して反応が起こるまでの、2通り

の道すじを示したものである。

① 刺激に対して、Ⅰの道すじで伝わる反応の例として正しいものを、次のア～エから選び、記号で

答えなさい。

ア．気管に異物が入って、せきが出た。 イ． 食べ物を口に入れると、だ液が出た。

ウ．雨が降ってきたので、かさをさした。 エ． 目の前に虫が飛んできて、思わず目を閉じた。

② 刺激に対して、Ⅱの道すじで伝わる反応を何といいますか。

③ ⅠとⅡでは、刺激を受け取ってから反応するまでにかかる時間はどうなっているか。次のア～ウ

から選び、記号で答えなさい。

ア．Ⅰの方が短い。 イ． Ⅱの方が短い。 ウ． どちらも同じ。

右図のように、足が床につかないようにいすに座り、足の力をぬいてぶらぶらさ

せておく。このような状態で、ひざがしらのすぐ下のところを軽くたたくと、足が自然

にぴょんとはね上がる。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） この反応では、刺激と命令の信号の伝達経路は、次に示すような順序にな

る。 にあてはまる中枢神経は何ですか。

（2） この反応と同じしくみで起こる反応は次のどれか。ア～オから選び、記号で答えなさい。

ア．手が冷たくなったので、手を口に近づけて、はく息であたためた。

イ．電話のベルが鳴ったので、受話器を取りあげた。

ウ．虫にさされたところがかゆくて、がまんできずにかいた。

エ．アイロンの熱い部分にふれてしまい、思わず手を引っ込めた。

オ．部屋が暑かったので、上着を脱いだ。

3

Ⅰ． E→C→B→A→B→D→F Ⅱ． E→C→B→D→F

4

たたく

刺激の信号

感覚神経 運動神経
足の筋肉 はね上がる

命令の信号
ひざがしらの
下のところ

( )

A 大脳

B せきずい

E 感覚器官

F 筋肉

C

D

C( ) D( )

( )

( )

( )

( )
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◇◆◇ 実戦演習４◇◆◇

動物には、外界からの刺激を受け取り、

それに対して反応するしくみが備わってい

る。右の表は、ヒトの体における3種類の反

応を示したものである。また、ヒトには、外界

からのさまざまな刺激を受け取る感覚器官

や、刺激に応じて体を動かす運動器官が

ある。図1は、表の反応2における、腕を曲

げたときの腕の骨のようすを、図2は、反応

3における明るい場所と暗い場所でのヒト

の目のひとみの大きさを、それぞれ模式的に表したものである。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 反応1では、音の刺激を耳で受け取っている。耳の中で音の刺激が伝わる順に、次のア～エを並

べかえ、記号で答えなさい。

ア．神経 イ．耳小骨 ウ． 鼓膜 エ． うずまき管

（2） 次は、反応2で腕を曲げるときにはたらく筋肉について説明したものである。｛ ｝の中からそれぞ

れ適当なものを選び、記号で答えなさい。

（3） 次は、反応3について説明したものである。｛ ｝の中からそれぞれ適当なものを選び、記号で答え

なさい。

次の文を読み、あとの問いに答えなさい。

1

腕を曲げるときにはたらく筋肉の一方の端は肩に、もう一方の端は図1の①｛ア． a イ． b｝

の部分についている。腕を曲げるとき、この筋肉は②｛ア． ゆるむ イ． 縮む｝。

図2のA、Bのうち、明るい場所におけるヒトの目のひとみを表しているのは①｛ア． A イ． B｝

である。ヒトは、ひとみの大きさを変えることで②｛ア． 焦点距離 イ． 入射する光の量｝を調節

しており、このことを③｛ア． 無意識に行っている イ． 意識して行うことができる｝。

2

ビルの6階のうす暗い廊下を歩いてエレベーターの前に来た。エレベーターを呼ぶボタンを押し、待

っている間に持っていた鏡で
Ⅰ
自分の顔を見ていた。エレベーターの到着を知らせる「ボーン」という

Ⅱ
音が聞こえ、目の前のドアが開いたので、エレベーターに乗り込んだところ、エレベーターの中は廊

下よりも明るかった。行き先の階のボタンを押し、エレベーターが動き出した。エレベーターの壁の一

部が鏡になっていたので、もう一度
Ⅲ
自分の顔を見た。

反応1 後方でだれかが呼ぶ声がしたので、振り向いた。

反応2 鉛筆が落ちたので、手で拾った。

反応3
暗い場所から明るい場所に出たとき、目のひとみ
（瞳孔）の大きさが変化した。

図1 図2

a

肩

b

A

B ひとみ

① ( ) ② ( )

① ( ) ② ( ) ③ ( )

( → → → )
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（1） 下線部Ⅰについて、次の問いに答えなさい。

① 顔を見るとき、光の刺激を受け取るのは目である。このように、外

部からの刺激を受け取る器官を何といいますか。

② 図1は、ヒトの目の断面を模式的に表したものである。目に入った

光の像ができる部分をA～Cから選び、記号で答えなさい。また、そ

の部分の名称を答えなさい。

（2） 図2は、ヒトの耳のつくりを模式的に表したものである。下線部Ⅱ

について、次の①、②にあてはまる部分を図2のD～Gからそれぞれ

選び、記号で答えなさい。

① 音（空気の振動）をはじめに受け取る。

② 振動の刺激を受け取って、神経を伝わる信号を出す細胞がある。

（3） 下線部Ⅲについて、下線部Ⅰで鏡を見たときと、下線部Ⅲで鏡を

見たときでは、廊下よりもエレベーターの中の方が明るかったため、

ひとみの大きさは違っていた。図3は下線部Ⅰのときのひとみのよう

すである。下線部Ⅲでのひとみのようすを図4のア、イから選び、記

号で答えなさい。また、ひとみの大きさがそのように変化する理由を簡潔に答えなさい。

（4） ひとみの大きさが変わるときのように、刺激に対して意識とは関係なく起こる反応の別の例として、

「熱いものに手がふれたとき、思わず腕を曲げ、手を引っ込めた」という反応がある。

① この反応で神経を伝わる信号について、手の皮ふが刺激を受けてから筋肉が動くまでの信号の

経路を次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア．皮ふ→運動神経→せきずい→感覚神経→筋肉

イ．皮ふ→運動神経→せきずい→脳→せきずい→感覚神経→筋肉

ウ．皮ふ→感覚神経→せきずい→運動神経→筋肉

エ．皮ふ→感覚神経→せきずい→脳→せきずい→運動神経→筋肉

② この反応のように、刺激に対して意識とは関係なく起こる反応を何と

いいますか。

③ 図5は、ヒトの肩と腕の骨を模式的に表したものである。図5のように

腕を曲げるとき、縮む筋肉の両端は、どの部分についているか。図5のア

～エから選び、記号で答えなさい。

④ 骨につく筋肉の両端は、丈夫なつくりになっている。このつくりを何といいますか。

記号 ( ) 理由 ( )

図1

A

B

C

図2

D

E
F

G

図5 肩の骨

ア

イ

ウ

エ

腕を曲げる

( )

図3

図4
ア イ

( )

( )

( )

( )

① ( ) ② ( )

記号 ( ) 名称 ( )
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次のA～Dは、ヒトが受け取る刺激とその反応の例を示したものである。これについて、あとの問いに

答えなさい。

（1） 脳で命令が行われている例はどれか。A～Dからすべて選び、記号で答えなさい。

（2） Bについて、刺激や命令の信号の経路となったものはどれか。次のア～クからすべて選び、伝わっ

た順に記号で答えなさい。

ア．骨 イ． せきずい ウ． 皮ふ エ． 脳

オ．筋肉 カ． 関節 キ． 感覚神経 ク． 運動神経

（3） Cについて、ひとみの大きさはどう変化するか。簡潔に答えなさい。

右図は、ヒトが皮ふで刺激を受け取ってから筋肉が反応す

るまでの、刺激や命令の信号が伝わる経路を、模式的に示した

ものである。これについて、次の問いに答えなさい。

（1） 目、耳、皮ふなど、外界からの刺激を受け取る器官を何と

いいますか。

（2） 「熱いものにふれたとき、無意識に手を引っ込めた」という

反応では、皮ふで刺激を受け取ってから筋肉が反応するま

でに、刺激や命令の信号はどのような経路で伝わるか。図

のA～Fから必要なものを選び、伝わる順に記号を並べて答えなさい。

（3） 自転車を運転し、時速20kmで進んでいたところ、自転車の前にボールが転がってきたので、ブレ

ーキをかけた。光の刺激を目が受け取ってから筋肉が反応するまでに0.2秒かかるとすると、転がっ

てきたボールからの光の刺激を目が受け取ってから、ブレーキをかけようと筋肉が反応するまでに、

自転車が移動した距離は何mか。小数第2位を四捨五入し、小数第1位まで答えなさい。

4

3

A． 自転車に乗っているとき、進行方向の信号が赤になったので、手で自転車のブレーキをにぎった。

B． 熱いやかんに手がふれたとき、意識せずにとっさに手を引っ込めた。

C． 明るい場所から暗い部屋へ移動すると、ひとみの大きさが変化した。

D． 花の香りがとてもよい香りだったので、顔を近づけた。

( )

( )

( )

皮ふ

筋肉
せきずい

A

B

C

D
E

F

( )

( )

( )
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受け取った刺激に対するヒトの反応時間を調べるために、次の【実験1】～【実験3】を行った。これに

ついて、あとの問いに答えなさい。

（1） 体内で信号の伝達や命令などを行う器官をまとめて神経系という。その中で命令や判断などをに

なっている脳やせきずいからなる部分を何といいますか。

（2） 【実験3】で、手をにぎられるという刺激を受け取ってから反対側の手をにぎるという反応が起こる

までの信号が伝わる経路を次のア～オから選び、記号で答えなさい。

ア．皮ふ→感覚神経→脳→運動神経→筋肉

イ．皮ふ→感覚神経→せきずい→運動神経→筋肉

ウ．皮ふ→感覚神経→脳→せきずい→運動神経→筋肉

エ．皮ふ→感覚神経→せきずい→脳→運動神経→筋肉

オ．皮ふ→感覚神経→せきずい→脳→せきずい→運動神経→筋肉

（3） 手をにぎられるという刺激を受け取ってから反対側の手をにぎるという反応が起こるまでの、1人

あたりの時間は何秒か。表の3回の平均を使って、四捨五入して小数第2位まで答えなさい。

（4） 刺激に対するヒトの反応について調べてみたところ、今回の実験での反応とは別に、熱いものにふ

れると無意識に手を引っ込めてしまうなどの反応があることがわかった。このように、刺激に対して意

識と関係なく起こる反応の例として適切なものを、次のア～エからすべて選び、記号で答えなさい。

ア．地震のゆれを感じたので、机の下にかくれた。

イ．明るいところに出たので、目のひとみが小さくなった。

ウ．食物を口に入れたので、だ液が出た。 エ． 寒かったので、手に息を吹きかけた。

5

【実験1】 右図のように、10人が輪になって手をつなぎ、Aさ

んとBさんが一緒にストップウォッチを持った。

【実験2】 Aさんは手に持っているストップウォッチをスタート

させると同時に、ストップウォッチを持った手と反対側

のCさんの手をにぎった。

【実験3】 手をにぎられた人はにぎられた手と反対側の人の

手をにぎる。これを続けて行っていった。最後のBさん

は手をにぎられたら、反対側の手に持っていたストッ

プウォッチをにぎって止めた。

右の表は、【実験1】～【実験3】を3回行った結果

をまとめたものである。

1回目 2回目 3回目 3回の平均

2.55秒 2.37秒 2.52秒 2.48秒

Aさん
ストップウォッチ

Bさん
Cさん

( )

( )

( )

( )
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刺激と反応について、次の【実験1】～【実験6】を行った。これについて、あとの問いに答えなさい。

（1） 実験の「手をにぎる」という運動と同様に、「腕を曲げる」という運動は、骨と筋肉のはたらきによっ

て行われる。腕の骨と筋肉のつき方を示す図を次のア～エから選び、記号で答えなさい。

ア イ ウ エ

（2） 【実験3】で、刺激を受け取った感覚器官は何ですか。

（3） 【実験6】において、それぞれ計測した時間の平均は2.17秒であった。右手をにぎられてから左手

をにぎるという反応をするまでの、生徒1人あたりにかかった平均の時間は何秒か。小数第3位を四

捨五入して、小数第2位まで答えなさい。ただし、Jさんが左手をにぎってから、Aさんがストップウォッ

チを止めるまでの時間は、平均0.26秒かかるものとする。

（4） 熱いものにふれたとき、無意識に起きる手を引っ込める反応は、下線部のような意識して起きる反

応よりも、刺激を受けてから反応が起きるまでの時間が短い。その理由を「脳」、「せきずい」という言

葉を用いて、簡潔に答えなさい。

6

【実験1】 下図のように、10人の生徒が手をつないで横一列に並び、Aさん以外は目を閉じた。ま

た、Jさんは、Aさんから見えるように左手をあげて開いた。

【実験2】 Aさんは、右手でストップウォッチをスタートさせると同時に、左手でとなりのBさんの右手

をにぎった。

【実験3】 BさんからIさんまでは、右手をにぎられたと感じたら、左手でとなりの人の右手をにぎっ

た。

【実験4】 Jさんは、右手をにぎられたと感じたら、開いていた左手をにぎった。

【実験5】 Aさんは、Jさんが左手をにぎったのを見ると同時にストップウォッチを止めた。

【実験6】 【実験2】～【実験5】をくり返し5回行った。

A

ストップ
ウォッチ

B C D HGFE I J

( )

( )

( )

( )
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感覚器官で刺激を受け取ってから反応するまでの時間を調べるために、次の実験を行った。これに

ついて、あとの問いに答えなさい。

（1） 脳やせきずいから枝分かれして体の中に広がっている感覚神経や運動神経などを、まとめて何と

いいますか。

（2） 実験で、Qさんの体において、信号が目から手の筋

肉まで伝わる経路を、図3のA～Fから必要な記号を

選び、左から順に並べて答えなさい。

（3） 図4は、ものさしが落ちた距離とも

のさしが落ちるのに要する時間との関

係を表している。実験の結果の平均

値を求め、その平均値をもとに、Qさん

が、ものさしが落ち始めるのを見てか

らつかむまでにかかる時間を、図4か

ら読み取って答えなさい。

（4） 熱いものにふれたときに思わず手を引っ込めるような反応を反射という。反射は、刺激に対して無

意識に起こる反応であり、意識して起こす反応に比べて、刺激を受けてから反応するまでの時間が

短い。このことから、反射はヒトの体にどのように役立っていると考えられるか。簡潔に答えなさい。

7

【実験1】 図1のように、Pさんは長さ30cmのものさしの上

端を持ち、Qさんはものさしにふれないように0の

目盛りの位置に指をそえた。

【実験2】 Pさんは合図なしにものさしを落とした。

【実験3】 図2のように、Qさんはものさしが落ち始めるの

を見たら、すぐにものさしをつかんだ。

【実験4】 ものさしが何cm落ちたところでつかめたかを読み取り、記録した。

【実験5】 【実験1】～【実験4】を合計5回くり返した。表はその結果をまとめた

ものである。
1回目 2回目 3回目 4回目 5回目

ものさしが落ちた距離（cm） 20.3 20.9 19.2 17.4 17.2

図2 Pさん

Qさん

ものさし

図1 Pさん

Qさん

ものさし
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( )

図4
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